
令和５年９月１日
環境省

農林水産省

シカ・イノシシの捕獲強化対策と捕獲目標について
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○ ニホンジカ（本州以南）は令和３年度に約222万頭（中央値）で、令和5年度の半減目標達成

は難しい状況。令和３年度の捕獲率を継続した場合、目標達成は令和13年度の見込みとなり、早期
達成に向けて更なる捕獲強化が必要。

〇 特に、エゾシカは令和元年度以降増加傾向に転じていると推定され、集中的な施策が必要。

（エゾシカの推定個体数は令和４年度に約72万頭） 

○ イノシシは令和３年度に約72万頭（中央値）で、令和５年度の半減目標達成に向け個体数が順

調に減少。今後、引き続き捕獲圧をかけることで、個体数の回復の抑制が必要。

ニホンジカ（本州以南） イノシシ
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※ 新たな捕獲データ等を追加して過去に遡って個体数を推定するため、今後の推定個体数も変化する可能性がある。
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ニホンジカ・イノシシの推定個体数と将来予測
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指標 値 説明

推定個体数

• H26年度以降、シカ、イノシシの推定個体数は減少傾向。

• イノシシについては、捕獲の強化と豚熱の影響が相まって、
順調に減少。

• シカの生息地域は、東北、北陸地方を中心に拡大傾向。

•エゾシカの推定個体数はR元年度以降増加傾向に転じてお
り集中的な施策が必要。

シカ
（エゾシカ除く）

233万頭(H23) → 222万頭(R3)
※ピーク 263万頭(H26)

エゾシカ
77万頭(H23) → 72万頭(R4)

※最少 65万頭(H30)

イノシシ
121万頭(H23) → 72万頭(R3)

※ピーク 137万頭(H26)

捕獲頭数

•シカの捕獲頭数は、近年これまでにない高いレベルで推移
しており、R４年度は過去2番目の捕獲数。

• イノシシの捕獲頭数は、R2年度に過去最高を記録し、R3
年度は大きく減少したが、R4年度はR3年度を上回る状況。

• シカの推定個体数の減少ペースが遅く、半減目標の達成に
向けて捕獲対策の更なる強化が必要。

• 効果的に個体数を減らすため、雌の捕獲強化が必要。

• イノシシは増加率が高いため、半減目標の達成後も高い捕
獲圧を保つことが必要。

• 県境や市町村界での連携した捕獲促進が必要。

シカ（エゾシカ含む） 42万頭(H23) → 71万頭(R4)

イノシシ 39万頭(H23) → 59万頭(R4)

成果

課題

成果

課題

これまでの捕獲対策の検証（推定個体数・捕獲頭数）



これまでの捕獲対策の検証（狩猟免許所持者数・農作物被害額）
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狩猟免許所持者 19.8万人(H23) → 21.5万人(R1)
• 狩猟フォーラムや各種研修の実施等により、わな免許を中
心に若い世代の狩猟者が増加傾向。

• 狩猟免許所持者はピーク時より少なく、特に今後、熟練し
た銃猟免許所持者の減少が見込まれるため、これを補うた
めの対策が必要。

•例えば、狩猟者の資質向上に加え、狩猟組織としての体制
強化や高い技術力を持った事業者の育成が重要。

• ICTなどの新技術等を用いた効率的な捕獲が必要。

うち第一種銃猟免許 11.6万人(H23) → 9万人(R1)

うちわな免許  7.3万人(H23) → 11.6万人(R1)

農作物被害額 226億円(H23) → 155億円(R3)

• H23年度以降被害額は減少傾向。

• 被害額は依然として高い水準。“被害ゼロ”に向け、柵整備
等を含めた被害防止対策の強化が必要。

• 被害額のうち、シカ、イノシシの占める割合は65％程度で
変わらないが、シカの被害額は近年増加傾向であり対策の
強化が必要。

シカ
（エゾシカ含む）

83億円(H23) → 61億円(R3)
※最少 53億円(R1)

イノシシ
62億円(H23) → 39億円(R3)

※R4は37億円

成果

課題

成果

課題



当面の捕獲目標

シカ・イノシシの生息頭数を令和10年度までに半減し、
捕獲圧を維持

シカ
310万頭

イノシシ
121万頭

北海道
： 77万頭

北海道以外
：233万頭

431万頭*

シカ・イノシシ
  個体数（万頭）

*環境省における令和４年度の推定値（北海道の個体数は北海道が独自に推定）。

イノシシ
約60万頭

シカ**
約155万頭

**北海道分は北海道エゾシカ管理計画（第6期：令和４～９年度）で示している基準年の推定個体数の半数（39万頭）を用いた。

約215万頭

【捕獲強化対策 イメージ】

○ 事業者を認定する制度の創設
→ 都道府県等が実施する認定鳥獣捕獲

等事業者等の人材育成への支援

→ 高い技術力を有する認定鳥獣捕
獲等事業者の育成の推進

○ 実施隊への多様な人材の活用、研修等
人材育成の充実強化

※ この他、侵入防止対策や生息環境管理
等の関連施策を併せて実施

○ 都道府県による個体数調整の強化
→管理のための捕獲事業の制度化
→上記事業における夜間銃猟の実施

→県境をまたぐ捕獲、シカ（特に雌
ジカ）捕獲の強化

○ 鳥獣被害対策実施隊の設置促進・
体制強化

○ 都道府県による広域捕獲の推進

→ 効果的・効率的な捕獲に向け
た質の向上

○ ICT等の技術開発の成果の普及

○ 生態系や農林水産業等に深刻な被害を及ぼしている野生鳥獣について、更なる捕獲対策の強化を図り、

① シカは、令和10年度までに、生息頭数の平成23年度水準からの半減を目指す。

② イノシシは、平成23年度水準の半減を早期に達成し、その後も被害軽減に向けて捕獲圧を維持する。

令和10(2028)年度基準年
平成23(2011)年度
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【捕獲事業の強化】 【捕獲従事者の育成・確保】
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〇 シカの集中的な捕獲

〇 県域レベルでの狩猟者団体の組織
体制の強化（精鋭部隊の編制）

シカ・イノシシの捕獲強化対策と捕獲目標の見直し
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